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日頃よりP tt A活動をはじめ、磐梯―小の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうど
｀
ざい

ます。7月 7日 (土)、 本宮市総合体育館を会場に行われました「交通安全子ども自転車福島県大会」にお

きまして、本校自転車部が上記入賞を果たしました。また、メンバーの中島愛理さんは学科試験で全問正解

し、「満点賞」を獲得しました。北会津地区大会が廃止された中、一発県大会のプレッシャーに打ち勝ち、

見事、練習の成果を発揮することができました。応援された皆様には、お休みの日に遠方会場までお越しい

ただき、心より感謝申し上げます。

なお、今回の入賞について、 7月 1 し、町長様・教育長様に報告会を開か

せていただきました。
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自転車部の活躍につづけ、と本校 合唱部 (4年生以上の希望者 :

16名)と水泳部 (5・ 6年生全員 :40名 )も夏休みにかけての
練習を続けています。女子の中にはその両方を掛ι封寺ちしている児

童もおり、充実した放課後を過ごしています

水泳部は来週 7月 24日 (火)にふれあいセンタープールにて開
催される「磐梯町小学校水泳交歓会」での自己記録更新に向けて、
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合唱部は 12月 9日 (日)に予
定されている「声楽アンサンブ

ルコンテス ト」での入賞に向けて、計画的に練習に取り組んでいます。

夏休み中も、練習のために登校する機会が増えるものと思いますが、

安全な登下校と一人―人の持てる力を最大限に伸ばすために、ご
｀
配慮

紀
貴
健
和

とご協力のほど、よろしくお願いします。



夏 休 み こ モ チ ヤ ン ス の 時

家庭学習のすすめ 連載その 2
6月の新聞記事 (福島民報)より

明日からの 37日間、夏季休業といたします。「いつもはできないこと」「やつてみたい勉強」「読めな
かつた本」など、ご家族とともにチャレンジの 37日間にしていただければと考えております。
今回は、 6月の福島民報新聞の記事から、家庭での取組に関する興味深い記事を紹介します。家庭での小

さな積み重ねの大切さとともに、文中の「非認知スキ′‖ という言葉がたいへん気になるところです。夏休

み中の家庭での取組の参考にしていただければと思います。
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「知能」とは関係なく、幼児期から児童期に親との関係の中で育まれる「協調性」「粘り強さ」「忍耐力」

「計画性」「意欲」など個人の特性のことで、別名「′らの知能指数」などとも呼ばれます。本校で進めている

「家読 (うちどく)週間」にあるように、子どもと一緒に本を読んだり、子どもの隣で一緒に勉強 (仕事)を
したり、ご家族がお子さんと工夫して関わることで伸ばすことができるものと言われています。


